


はじめに (初版)

近年， 視覚障害教育の世界も人事異動が頻繁に行われるようになり，
それまで一般の小・中・高等学校で， 障害のない児童生徒の教育に当
たっていた教員が， 突然この教育に携わることになる例も少なくありま
せん。 このようにはじめてこの教育に携わる教員は， 右も左もまったく
分からない状態で， 一様に大きな戸惑いを感じるようです。
こうした初任者の先生方や， この教育に関心をもっておられるボラン
ティアの方々， あるいは視覚に障害のあるお子さんをおもちの保護者の
方々などから， この教育の全体像を大まかに概観するための手引き書が
ほしいという声をこのところよく聞きます。 こうした要望に応えるため，
視覚障害教育を中心に， その周辺の諸問題をも若干加味して， 広く浅く
分かりやすく記述することをモットーとして作成したのがこの本です。
お読みになる方々の読みやすさとちょっとした疑問点に即座に答える
便利さを兼ね備えるため， ゴシック体の小項目をできるだけ沢山設定い
たしました。 最初から順を追ってお読みいただくのが最も望ましいので
すが， そうした時間的余裕のない場合や， 疑問点を即座に知りたい場合
などは， 後ろの索引から必要部分を抜き出して， その部分だけ読むとい
う活用の仕方もできるのではないかと思います。
繰り返して申し上げるようですが， この本は， 深く掘り下げた専門書
ではありません。 あくまでも， この教育にはじめてかかわりをもっ方々
のための入門書として書き下ろしたものです。 ですから， この本を手が
かりに， もっと詳しい情報を得たい方は， それぞれに詳しい専門書が出
版されていますので， そちらで勉強していただきたいと思います。
この本を一人でも多くの方々が活用されることにより， 視覚障害教育
とのスムーズな出会いのお手伝いができれば， これに勝る喜びはありま
せん。 

+330年 +月 著 者 
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五訂にあたって

本書は， +330年 - 月に初版を出版以来， 盲学校 (視覚障害特別支援学
校) や小・中学校の弱視学級の先生方をはじめ， この教育に関心を持た
れている方々に広く活用され， 好評のもとに所期の目的を果たしてまい
りました。

このように， 長年にわたって関係者に活用されていくためには， この
教育を取り巻く状況や制度の変化を踏まえて内容を改めていく必要があ
ります。 そこで， ,***年の . 月には， +333年 - 月に改訂された学習指導
要領をはじめ， 初版出版以来の視覚障害教育を取り巻く状況の変化等を
踏まえて改訂版を作成し， 表紙の装丁も新たにして出版いたしました。
また， その後の障害児教育を取り巻く状況にも大きな変化がみられたた
め， ,**/年 0 月にはこの変化を踏まえて大幅に内容の改訂を行い， 三訂
版として出版いたしました。 さらに， ,**1年 . 月から我が国の障害児教
育が 「特殊教育」 から 「特別支援教育」 へ移行したこと， ,**3年 - 月に
「特別支援学校学習指導要領」 が改訂されたこと， ,**2年 0 月に 「障害
のある児童及び生徒のための教科用特定図書等の普及の促進等に関する
法律」 (教科書バリアフリー法) が制定され， 弱視児のための拡大教科
書を取り巻く状況が大きく変わってきたこと等， 近年における状況の著
しい変化に対応するために， ,*+*年に四訂版として修正・刊行いたしま
した。

この四訂版発行以来， すでに 0 年が経過しようとしていますし， 初版
発行以来,*年の歳月が流れている今日， 障害児を取り巻く環境はさらに
大きな変化をみせています。 インクルーシブ教育からユニバーサル教育
への指向， 共生社会に向けた法律等の改正， 情報端末の劇的進展と教科
書や教材のデジタル化， 教員を核としながらも他職種連携による教育の 
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質の向上指向等数え上げれば枚挙にいとまがないほどです。 こうした状
況の変化に対応すべく加除修正を行って， この度， 五訂版として出版し
ました。
この本の出版の趣旨は， 初版の 「はじめに」 で述べていますように，
あくまでも視覚障害教育に初めて携わることになった先生方や， この教
育に関心を持っていらっしゃる方々に， 広い視野からこの教育を理解し
ていただくところにあります。 また今回の改訂は， 状況の変化等に応じ
て手を加えた部分を含め， この教育に長年携わってこられた先生方にも，
最新の情報を提供することができるのではないかと思っております。
この本が今後とも多くの方々に活用され， 視覚障害教育を理解したり，
この教育への関心を深めたりする上で， 少しでもお役に立てば幸いに思
います。
最後になりましたが， 今回も含めて度重なる改訂に際して慶臆義塾大
学出版会の西岡平延子さんにひとかたならぬお世話になりました。 この
場をお借りして衷心より厚く御礼申し上げます。 

,*+0年 3月 著 者 
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第 +章 眼の機能と視覚障害 

+ 視覚障害の概要

視覚障害の意味
視覚障害は， 視機能の永続的低下の総称を意味します。 視機能に低下
がみられても， それが治療等によって短期間に回復する場合は， 教育的
にみた場合の視覚障害とはいいません。 視機能は， 視力， 視野， 色覚，
暗順応， 眼球運動， 調節， 両眼視等の各種機能から成り立っていますの
で， 視覚障害には， 視力障害， 視野障害， 色覚障害， 暗順応障害， 眼球
運動障害， 調節障害， 両眼視障害等が含まれることになります。 しかし，
このうち教育的にみて問題となるのは， 主として視力障害， 視野障害及
び暗順応障害ですので， ここではこれらについて述べることとします。
視力の障害
視覚障害の中でも， 教育的な観点からみた場合， 最も問題になるのは
視力障害です。 近視や乱視などの屈折異常がある場合には， それらを矯
正しない視力 (裸眼視力) が低くても， 眼鏡やコンタクトレンズで矯正
した視力 (矯正視力) が高ければ問題ありません。 また， 片眼の視力が
低くても， 他眼の視力がよければ学習上大きな問題は生じません。 つま
り， 両眼で見た場合の矯正視力が教育上は問題となるのです。 学校教育
法施行令の中で， 両眼の矯正視力が教育措置の基準として示されている
のはこのためです。 両眼の視力とは， 左右の眼を両方とも聞いて視標を
見た場合の視力ですが， 一般には左右の眼を別々に測定した視力のうち，
よい方の眼の視力が両眼の視力と考えてまちがいありません。 しかし，
潜伏眼振といって， 両眼で見た場合は眼球の揺れ (眼振) が現れません
が， 片眼ずつで見ると眼球の揺れが現れて視力が極端に低くなる者がい
る点に留意する必要があります。
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さて， 一般に視力 (以下単に視力という場合には， 両眼の矯正視力を
意味します) が *4-未満になると， 黒板に書かれた文字や教科書の文字
などを見るのに支障をきたすようになり， 教育上特別な取扱いが必要と
なります。 これらの子どもたちが教育的にみた場合の視覚障害児です。
この視覚障害児も， 学習の場面で主として視覚を用いることが司能かど
うかで盲児と弱視児に分けられます。
視野の障害
視野の障害は， 求心性視野狭窄， 暗点， 半盲の三つに大別できます。
求心性視野狭窄は， 網膜色素変性等によって網膜の周辺部分から見え
なくなって， 視野が狭くなる状態をいいます。 この場合， 単に視野が狭
くなるのみならず， 夜盲の状態が現れます。 夜盲の状態は暗順応が悪く，
うす暗い所では視力が低下します。 しかし， 極端に視野が狭くなっても，
明るい所では中心の視力が+4*と良好に保たれる場合もあります。
暗点は， 視野の一部が見えない状態をいいますが， なかでも最も問題
となるのは中心暗点です。 中心暗点は， 黄斑部変性等によって， 中心富
付近の網膜に異常があって， その部分が見えない状態をいいます。 後で
述べるように， 視力は中心富付近で良好ですが， ちょっと離れると急速
に低下します。 ですから， 中心暗点があると良好な視力は得られません。
また， 色の見え方等にも異常が生じます。

図+-+ 右側同名半盲 
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半盲は， 右半分とか左半分とか， ほぼ全体の半分が見えなくなった状
態をいいます。 図 +-+に示したのは， 右側同名半盲ですが， これとは逆
の左側同名半盲， 内側の視野が残った両耳側半盲， 外側の視野が残った
両鼻側半盲等があります。
盲児と弱視児
従来， 視力が *4*,未満の者を盲児， *4*,以上*4*.未満の者を準盲児， 

*4*.以上*4-未満の者を弱視児という区別が一般的に用いられていまし
た。 盲児の中には， 全盲， 明暗弁 (光覚)， 手動弁 (眼前手動)， 指数弁
(眼前指数) 等が含まれているわけです。 こうした区分が行われた背景
には， *4*,未満の者は， 視覚を活用した教育が困難であり， 聴覚や触覚
の活用を中心にすえて， 点字を常用した教育を行う必要があるという考
え方があったのです。 ところが近年， 弱視レンズやテレビ型拡大読書器，
あるいはタブレット端末等の性能が飛躍的に向上し， また一般に普及し
たため， *4*+の視力であっても， 普通の文字を常用する者の比率が高ま
る等， 従来の区分は適当とはいえない状況になってきています。 そこで，
こうした状況を踏まえて， 今後は次のように盲児と弱視児を定義したほ
うがいいと思います。
弱視児 視力が*4-未満の者のうち， 普通の文字を活用するなど，

主として視覚による学習が司能な者。 このうち， 視力が 

*4+未満の者を強度弱視， *4+以上*4-未満の者を軽度弱視
という場合がある。

盲 児 点字を常用し， 主として聴覚や触覚を活用した学習を行う
必要のある者。

なお， 近年では準盲という用語は用いられなくなっていますので， こ
の点にも留意してください。
弱視児の見え方
弱視児の視力値には， 一人一人かなり大きな違いがありますし， 同じ
視力の者であっても， 眼疾患によって見え方に大きな違いが認められま
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す。 ですから， 弱視児の見え方には， 一人一人大きな個人差があるとい
えますが， こうした個人差を， 私たちは次のような経験によって理解す
ることができるのではないかと思います。 
① ピンボケ状態 :カメラのピントが合っていない状態。 弱視児の屈折
異常を矯正するのは大変難しいため， ピントが合っていないようなピ
ンボケ状態で見ている者は多い。 
② 混濁状態 :スリ硝子を通して見ているような状態。 透光体 (角膜，
水晶体， 硝子体等をいう) が何らかの疾病によって混濁すると， 光が
乱反射してきれいな映像が網膜に達しない。 こうした状態の弱視児は，
大変まぶしがる者が多い。 
⑧ 暗幕不良状態 :暗幕が不良な室内で映画を上映しているような状態
で， 周囲が明るすぎて映像がきれいに見えない。 何らかの疾病によっ
て， 瞳孔の収縮がうまくいかなかったり， あるいはぶどう膜 (虹彩，
毛様体， 脈絡膜) に病変があったりすると， 眼球内を暗室状態に保て
なくなってまぶしくて見えにくくなる。 白子眼の場合も暗幕不良状態
と考えてよい。 
④ 光源不足状態 :暗幕状態がよくても， 映写機の光源が弱ければ， ス
クリーンの映像は暗く薄いものになる。 網膜色素変性などの疾病に
よって求心性視野狭窄の状態になると， うす暗いところでは外界がよ
く見えなくなる。 いわゆる夜盲の状態であるが， これは一種の光源不
足状態である。 
⑤ 振とう状態 :本などを左右に小刻みに揺すると， 文字などが見えに
くくなる。 弱視児の多くに眼球が不随意に揺れ動く眼振が認められる
が， この眼振は， 弱視児の見えにくさを倍増させている。 
⑥ 視野の制限 :視野の障害の項で述べたように， 視野の異常がどの部
分に及んでいるかによって， 見えにくさが異なる。

弱視児は， これらの見えにくくする要因を複数抱えていますので， ま 

. 



すます見えにくさの個人差が大きいのです。

2 視覚機構と視覚障害

視覚機構

見る仕組み(視覚機構)は，眼球，視神経，及び大脳視覚中枢等で構

成されています。視覚障害は，この視覚機構のいずれかに障害がある場

合に起こります。

眼球の構造と大脳視覚中枢への信号伝達の経路を，図1-2と図1-5に示

しますので， それぞれの位置と名称を覚えていただきたいと思います。

以下においては， この図にそって若干の説明を加えてみます。

〔耳側〕

瞳孔

〔鼻iWJJ

図1-2 眼球の構造

透光体

光に託された外界の情報は，角膜， 房水(眼房を満たす透明な液体)

を経て，瞳孔から水晶体に入り，さらに硝子体を通って網膜に至ります。

この光の通る道筋に当たる角膜，房水， 水晶体，硝子体を， I透光体」

第 1 :章 眼の機能と視覚障害 5 



といいます。 この透光体が何らかの疾病によって濁ると， 濁った部分で
光が乱反射され， 光をうまく網膜まで運ぶことができませんので， 視覚
障害の原因になります。 角膜が炎症を起こして白く濁る角膜混濁， 水晶
体が白く濁る白内障等はこの透光体混濁の典型的な例といえます。
瞳孔と虹彩
私たちの眼においては， 茶眼に当たる部分が虹彩で中央部の黒眼の部
分が瞳孔です。 この瞳孔を通って光が眼の中に入ってきますが， 瞳孔は
明るいところでは縮小し， 暗いところでは拡大してカメラの絞りと同様
に眼の中に入る光量を調節しています。
ところで， 弱視児が眼を細めて本や黒板などを見ている場面にしばし
ば遭遇しますが， これはまぶしさを回避したり文字等を見やすくする工
夫の一つだと思われます。 つまり， 瞳孔を縮小するだけではまぶしさの
回避が不十分な場合に眼を細めるという行動が見られますが， それだけ
ではなく， 眼を細めることによって瞳孔から入る光量を最小限にした
「ピンホール効果」 を狙った行動でもあります。
ピンホール効果は， 小穴から入ってくる光情報の焦点深度を深め， 近
方から遠方まで網膜に焦点を合わせることができるという原理を表して
います。 黒い画用紙などに釘などで小さな穴を聞けて， その穴からのぞ
いて見ると， 近方から遠方までの映像を鮮明に見ることができますが，
これがピンホール効果です。 遠視や近視などのために眼鏡で視力を矯正
している方は， 眼鏡を外して小穴からのぞいて見てください。 その効果
を確かめることができると思います。
光の屈折
光の屈折にあずかるのは， レンズの役割をする水晶体と思っている人
が多いのではないかと思いますが， 光の屈折の主要な役割を果たしてい
るのは， 水晶体のほかに角膜があります。
光の屈折力は， ジオプトリー ( diopter) という単位を用い， Dで表
します。 + + D ( +ジオプトリー) とは， 焦点距離が +mの凸レンズの 
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屈折力を意味します。 ですから， , Dは， /*cmの焦点距離の凸レン
ズ， . Dは， ,/cmの焦点距離の凸レンズということになります。 なお，
 , Dとは， 焦点距離が /*cmの凹レンズを意味する点に留意してく
ださい。
さて， 角膜は， 通常 .-4*/Dの屈折力をもっているといわれています。
それに対して水晶体は， +34++Dにすぎません。 角膜の屈折力の大きさ
と， 水晶体が思ったより屈折力をもっていないことに驚かされますが，
水晶体のこの+34++Dという屈折力は， 遠方を見ている場合の値で， 水
晶体が一番弛緩している状態です。 つまり， 水晶体は， 毛様体筋の働き
によって， 遠方を見るときは弛緩して薄くなり， 近方を見るときは， 膨
らんで光の屈折を調節してピント合わせを行っているのです。 年少の子
どもでは， この水晶体で光の屈折を調節する力 (調節力) が +.D程度あ
るといわれています。 この調節力は， +*歳では+,D， ,*歳では 3 Dと，
歳とともに減退していきます。 この調節力の減退によって， .*歳�/*歳
代になると老眼という状態になるのです。
網 膜
網膜は， 写真機ではフィルムに相当します。 網膜には錐体細胞と粁体
細胞が分布しています。 形態覚や色覚に関与している錐体細胞は， 中心
富付近に多く存在し， その数は /**万から1**万個といわれます。 一方，
光に主として反応する粁体細胞は周辺部に密に存在し， その数は +億か
ら +億-5***万個といわれています。
網膜上における錐体細胞や粁体細胞の分布状態， それと視力値との関
係を図に示すと図+--， 図+-.のようになります。
視力値は， 中心富で最も高い値を示しますが， 中心富から /度ずれる

と*4+/， +*度ずれると*4*/と急激に減退することが分かります。 様々な
原因によって網膜の中心がやられる (中心暗点) と， 視力が非常に低下
するのはこのためです。
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ぶどう膜
虹彩， 毛様体， 脈絡膜はぶどう膜とも呼ばれ， 色素に富んでいて眼球
内部を暗室状態に保つ役割を担っています。 これらのいずれかに障害が
起こると， 暗室状態を保つことができなくなるため， 視力の著しい低下
をまねきます。 また， 白子眼など， ぶどう膜の色素が少ない場合にもよ
い暗室状態が保てないため， 明るいところではまぶしく， 良好な視力も
得られません。
視神経から視中枢へ
視神経は， 網膜の反応を中枢に伝える伝導路の役割をしており， 図  

+-/に示すような経路をたどって中枢へ至ります。 視中枢として最も重
要な役割を果たしているのは， 大脳後頭葉皮質にある線条野 (又は有線
野) と呼ばれるエリアです。 網膜に写った外界の映像は， すべてここに
再現され， さらに高度の中枢と結びついて， 必要な映像を重点的に知覚
することになります。

図+-/ 中枢への信号伝達路
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